







































































































































































































































ondon, 1802, p.5, p.231 ）
ハリスは、国際法（
the law




















































































「万国公法」 、津田は国法を講じた。のち西は『万国公法』 （全四冊） 、津田は『泰西国法論』 （全四冊）をそれぞれ刊行した。
オランダ留学生の本隊は海軍班であり、それに属 内田、榎本、沢、赤松、





































































































































































































































































第一巻、釈公法之義、明其本源題其大旨、第一章、釈義明源、天下無人能定法 令万国必遵 能折獄、使万国必服、然万国尙有公法、以統其事、而断其訟焉、或問此公法、既非由君定、則何自而来耶、日将諸国交接之事、揆之於情 度之於理、深察公義之大道、便可得其淵源矣、夫各国固有君、為巳之民、制法断案、万国安有如此統領之君、豈有如此通行之法乎、所有通行之法者、皆由 議而設 但万国既無統領之君 以明指其往来条例、亦無公舉之有司 以息其争端、
倘
求公法、而欲恃一国之君操其権、
































































































here is no legislative or judicial authority, recognized by all nations, w
hich determ
ines the law
 that regulates the reciprocal relations of S
tates. 
T
he origin of this law
 m
ust be sought in the principles of justice, applicable to those relations. W




hich establishes, by express declaration, the civil law
 of that S
tate, and a judicial pow
er, w
hich interprets that law
, and applies it to 
individual cases,in the great society of nations there is no legislative pow
er, and consequently there are no express law








ith one another. A
s nations ackow




authority, for the purpose of establishing by an express declaration their international law




agistracy to interpret and apply that law
, it is im
possible that there should be a code of international law









ents of International L
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cribner ’s sons, 1872 ）を反訳し、 『国際法・一名
  万国公法』と題して出版した。一名（またの名）を「万国公法」としたのは、この語を用いた




































度も版をかさねた。本書は、多年、国際法をおしえてきた中から生れたようで、法律の専門家というより、一般の若者の教養書として書かれたものである（ 「第四版の序」 ） 。同書は、五二六頁もある大著である。
ウールジーが考える国際法とはいかなるものか。国際法とは広義においては、国家間の交際の規則だという。

























J ユースus C キウィレ
ivile 
（ 「市民法」 ）
J ユースus N ナトゥラレ
























































































































het burgerlÿk regt は、 ‘国民の法’の意。
















































































e lessen over het volkenregt zullen gegeven w
orden volgens deze verdeeling.
1 °
 




over de regelen van het volkenregt in vrede,
3 °
 
over de regelen van het volkenregt bij oorlog,
4 °
 
over de regelen en vorm
en van het diplom

















, of jus belli ac pacis, droit de gens, völkenrecht, International law
s, D



















och de regelen van het volkenregt w
orden ook als geldende aangenom
en tegenover hen die door w
oord of daad hunnen w
il geopenbaard hebben om
 
eenen zelfstandigen onafhankelijken staat te vorm




ereenigingen van zeeroogers （






aakt een deel uit van het algem
ene staatsregt （
jus publicum






of eigenlijk staatsregt （
jus publicum
 internum




, droit public exterieur ）
, of het regt 


























, droit des gens m









































































































































































, droit des gens m
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西洋文明をうまく受け入れ、高い視点からその展開 計れば 一国の輝きと繁栄の歴史は、これから数世紀 あいだつづき、姿をみせ、開化し、滅び
ゆくすべての国々と国民 運命を共にすることでしょ 。
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であり、国と国とのあいだに法があることを聞いて驚いたということである（ 『東京帝国大学学術大観』 、二三六頁） 。われわれ（幕府の役人＝接伴委員）は 際法上 諸点については無智なること子どもとおなじであるから、忍耐してわれわれに教えてほしい、とハリス米国領事にい（T
he C
om




















































明治十六年（一八八三）は、日本人がはじめて国際法の講義をおこなった であり、その人は栗塚省吾（文部省御用掛）であった。明治十九年（一八八六） 、東京大学は帝国大学法科大学と改称した。国際法の講義 明治二十八年（一八九五）九月 寺尾
亨とおる
（一八五八～一











…… 明治十五年（一八 二） 「万国公法」をへて
「列国交際法」 「国際公法」など。
専修学校（現・専修大学）












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































したにとどまり、政治に走るも のつねとして、学問上の業績は貧寒とし い ようだ。
高橋は日清・日露の両戦役 嘱託として海軍に従軍し、わが国が戦時国際法規 遵守した事例を外国文で発表し、不朽の功績をのこしたことで
知られてい 。有賀も日清・日露の両戦役に陸軍総司令部の嘱託と て従軍し、国際法上の問題の処理に関係し、日本陸軍はよく国際法を守ることを外国文の著述によって世界に知らせたこと 功績があった。
中村は東京帝大の独法科を出た 、大学院において国際法を専攻した。卒業後、東京専門学校、日本大学・中央大学・明治大学・高等商業学
校（のちの一橋）などの講師となり、ついで学習院の大学科設置に尽力した。 年（一八 七）一月 国際法とヨーロッパ外交史を研究するため学習院から派遣されて渡欧し、同三十三年（一九○○）帰国した。
帰国後、学習院教授のまま、台湾協会学校（拓大の前身） ・高等商業学校・慶応義塾大学・海軍大学校・海軍経理学校・早稲田大学などで教鞭
をとった。ヒューモアをよく解し、ハイデルベルクのネッカー川をとって「熱河」と号 学問上 著述としては、 『媾和類例』 （明治二十八
366（69）
日本における初期の国際法にまつわる逸事
年） 、 『新条約論』 （明治三十年） 、 『国際公法』 （明治三十五年） 、 『平時国際公法
　
完』 （大正二年） 、 『国際公法論』 （大正五年） 、 『国際公法論綱』
（大正十一年）などがある。訳業としては、フリードリッヒ・フォン・マルテンス著『国際法』 〔上下〕 （明治四十一年）がある。この翻訳は、留学するまえからはじめ、ベルリン、ハイデルベルク、ストラスブール、パリの留学先でつづけられ、完成まで三年を要したものである。
中村はマルテンスの完訳をもって、ドイツ系国際法学をわが国に紹介した（一又著、一○五頁） 。いまのべた四名の国際法学界の先行者は、斯学のパイオニアとして記憶されねばならぬ人びとであるが、もうひとり次位の学者がいる。千賀鶴
太郎（一八五七～一九二七 である。千賀は岡山のひとである。その経歴はすこし変っている。明治九年（一八七六）から八年間、東京の「同人社」 （中村敬字の塾）でイギリスの哲学書をおしえていたが、明治十八年（一八八五）から同三十年（一八九七）まで、十三年間、私費留学生として苦学しながら、ベルリン大学で法律・政治学・経済学 ほか、国際法を専攻した。
帰国後、明治三十一年（一八九九）九月、京都帝国大学教授にむかえられ、はじめはローマ法、ついで国際法の講座を担当した。学問上の業績







































reaties on International L
aw
, O
xford at the C
larendon P
ress, 1895 を反訳したものである。九六一頁の大訳業であり、中村進午
の『マルテンス国際法』 ［上下］ （明治四十一年刊）とともに、明治期の二大訳業という（一又著、一一八頁） 。







山田三良（一八九八～一九六五、明治から昭和期の法律学者）は、奈良のひとである。 専門学校をへて、東京帝大の選科生 り 明治二













法学院で国際法を専攻し、中央、日本、法政の各 で国際法を講じた。のち外務省に入り、大使館参事官をさ ごに退官し 。 『現行国際法』（上下二巻、大正十三年）のほか、多くの論文を発表した。
泉哲は、京城帝国大学教授。 『国際法外交雑誌』を中心に、大正後期に諸論文を発表し、活躍した。まとまった諭著も数点ある。大沢章（一八八九～一九六七、国際法学者）は、大正四年（一九一五）東京帝国大学法科 を卒業後 しばらく内務省に勤め、のちパリ大学
に七年間留学し、国際法や法哲学を専攻した。帰国後、九州帝 大学教授 就任し、退官後は学習院大学、東洋 学教授を歴任した。国際法に関する業績として、学位論文『国際法秩序論』 （岩波書店、昭和六年）があるほか、 哲学の分野における訳業がある。
横田喜三郎（一八九六～一九九三、昭和期の国際法学者）は、愛知県のひとである。大正十一年（一九二二）東京帝国大学法学部を卒業後、助
手として国際法の研究に入り、ヨーロッパに留学後、昭和五年（一九三○）東大教授。その国際法にたいする考え方の特徴は 純粋法学的な見方をとり、国際法規を客観的 認識し記述した。 一国家のためではなく、国際社会そ もののためと う立場から観たことである。
かれは純粋法学を積極的に推進し、法的構造を分析することが法律 の課題であり、法的認識に政治的イデオロギーが入り、法が曲げられるこ
とを批判した。昭和六年（一九三一）におこった満州事変（関東軍 よる鉄道爆破による戦争開始）では 軍部が主張する“自衛行動”を『帝国大学新聞』において批判し、また東大の時局講演会では「不健全な挙国一致を排せ」といったテーマで講演し、 国主義的な風潮にたいして批判的たちばをとった。
（72）363
主著としては『国際法』 （上下二巻、有斐閣、昭和八～九年）をはじめとし、 『国際裁判の本質』 （昭和十六年） 、 『海洋の自由』 『国際法の法的性





著述としては、 『空襲と国際法』 （昭和十二年） 、 『委任統治の本質』 （昭和十六年） 、 『国際法学大綱』 （昭和十八年） 、 『戦争法の諸問題』 （昭和十




として勤めながら外交官試験の準備し、やがてそれにパスした。明治三十年（一八九七）外務省に入り、大正六年（一九一七）カルカッタ 総領事をさいごに退官した。日露戦争では、遼東守備軍司令部付と て従軍し、占領地行政事務を担当し、のち戦時国際法に大きな興味をもつようになった。ヨーロッパに四ヵ 留学し、この間に外交史・国際法（ くに海戦法則）の研究した。第一次世界大戦 、 研究者にいかに豊富な資料を提供したかしれぬという（ 『 時国際法講義
　
第一巻』の「序」 、丸善株式会社、昭和十六年十一月） 。



















































































































岩波書店）として結実した。津田は五十年にいちど、あるいは百年にいちど出るか出ないかの不世出の学才にめぐまれた 者だが、生前 主著四冊が皇室の尊厳を冒とくした科で出版法違反 問われ 有罪（禁錮三ヵ月）となった。しかし、筆禍事件 法廷闘争において苦難 負けず、意志をつらぬいた。
人はなにかについての研究を、専門的におこなおうとするとき、準備期間や徒弟時代が必要である。基礎教育をうけたのち、師匠のもとで一定
の修業をし、やがて危なげに本をよむことをはじめる。本もじぶんが関心があるもの、好みのも を体系立ててよむようになる やがてあるテーマに関する文献資料をあつめるようになり、それにみちびかれ、考えた 調べたりするよう なる。研究の 発点とは、およそこのようなものであろう。津田は学閥や学会とは、無縁のひとであっ 。独立独歩
―
師につかず、ひとりで勉強して学問を大成したまれに見る学者であった。
試行錯誤ののち、独自の研究の方法――原典批評の方法をさとるまで、しばらく時を必要とした（ 「学究生活五十年」 ） 。津田の学問の特異性、
えらさは、師匠もなく、参考とすべき先例もない学問の分野にわけ入り、ししとして勉強したことである。かれの 問は独学であった。
＊























































ents of International L
aw
, 1864 を漢訳したもの）を通じてのようである。
その翻刻版（慶応元年〔一八六五〕に開成所が出版した）をみると、 “自主之権” “主権” “私権” “戦権” “自然之権” “専権” “平行之権” “往来
























uropeesche of praktiesch volkenregt verstaat m
en de w
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uropeesch volkenregt heft zich gevorm
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el uit de beginselen van het natuurregt als uit de uitdrukkelijk of stilzw
ijgende 
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sten en de daarop gevestigde gew

























































e oorspronkelijke regten kan m
en in het volkenregt nader bepalen als
1


























e） is hetzelfde w
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13）安岡昭男「日本における万国公法の受容と適用」 （ 『東アジア近代史 第二号、平成
11・
3）
（
14）注（
10）の二四四～二四五頁。
（
15）注（
10）の二四○頁。
（
16）注（
10）の二三八頁。
（
17）一又正雄『日本の国際法学を築いた人々』 （日本国際問題研究所、昭和四十八年三月） 、八○頁。
